
平成20年度

機械工学科 材料力学Ⅱ

学年 第4学年 担当教員名 成澤　哲也

単位数・期間 2単位 通年 週当りの開講回数 1回 必修 履修単位

授業の目標と概要

材料力学Ⅰをさらに発展させ、機械部品に働く種々の力によって、どのような応力やひずみが生じ��
るかを計算にょって求める手法を理解し、設計に応用できる能力を養成する。とくに、理論式を使��
って実際に問題を解く力を身につけることを目標とする。

釧路高専目標 C:50%,D:50% JABEE目標 d-1-1

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

数学および物理に関する基礎的な知識を有すること。さらに、演習問題に対応できる関数電卓を常��
に用意すること。

到達目標

たわみの基礎式を用いて機械部品に生じる応力を求めることができること。平面応力における応力��
状態をモール円を用いて計算し、曲げとねじりを受ける構造の応力設計ができる。教科書の問題が��
６０％以上解くことができる。

成績評価方法

合否判定：各定期試験およびレポートが６０点以上のこと。（試験８０％、レポート２０％）。��
最終評価：合格者につき取り組み姿勢を加算する。

テキスト・参考書

教科書：基礎から学ぶ材料力学、台丸谷　政志。小林　俊秀、森北出版��
参考書：最新材料力学、関谷　壮・角　誠之助ほか３名、朝倉書店　　　　��
　　　　材料力学Ⅰ、渥美　光・鈴木　幸三ほか１名、森北出版

メッセージ

自主的な学習を勧めます。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

１．両端支持はりの曲げ��
①ガイダンスと材料力学Ⅰの復習（１回）��
②せん断力と曲げモーメント（２回）��
③はりの曲げ応力と断面係数（２回）��
④演習問題（２回）��

・授業計画、評価の説明と材料力学Ⅰの復習。��
・両端支持はりのせん断力線図と曲げモーメント線図を描くことができる。。��
・はりの曲げ応力を計算することができる。��
・はりの断面の応力の問題を解くことができる。

前期中間試験 実施する

２．はりのたわみ��
⑤断面二次モーメント（２回）��
⑦はりのたわみ式（１回）��
⑧集中荷重を受ける片持ちはり（１回）��
⑨分布荷重を受ける片持ちはり（１回）��
⑩集中モーメントを受ける片持ちはり（１回）��
⑪演習問題（２回）

・平行軸の定理を使って断面二次モーメントを計算できる。��
・はりのたわみ式を説明できる。��
・集中荷重を受ける片持ちはりのたわみ計算ができる。��
・分布荷重を受ける片持ちはりのたわみ計算ができる。��
・集中モーメントを受ける片持ちはりのたわみ計算ができる。��
・片持ちはりのたわみ計算の問題を解くことができる。

前期期末試験 実施する

⑫集中荷重を受ける単純はり（１回）��
⑬分布荷重を受ける単純はり（１回）��
⑭集中モーメントを受ける単純はり（１回）��
⑮突き出しはり、段付きはり（２回）��
⑯演習問題（２回）

・集中荷重を受ける単純はりのたわみ計算ができる。��
・分布荷重を受ける単純はりのたわみ計算ができる。��
・集中モーメントを受ける単純はりのたわみ計算ができる。��
・集突き出しはり、段付きはりのたわみ計算ができる。��
・単純はりのたわみ計算の問題を解くことができる。

後期中間試験 実施する

４．組み合わせ応力��
⑯任意点の応力（２回）��
⑰斜面上の応力（２回）��
⑱モールの応力円（２回）��
⑲演習問題（２回）

・平面応力を理解できる。��
・斜面上の応力の意味を理解。��
・モール円を描くことができる。��
・モール円を用いて斜面上の応力問題を解くことができる。

後期期末試験 実施する
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